
別 添 1 0 0  圧 縮 水 素 ガ ス を 燃 料 と す る 自 動 車 の 燃 料 装 置 の 技 術 基 準  

 

1 .  適 用 範 囲  

こ の 技 術 基 準 は 、 圧 縮 水 素 ガ ス を 燃 料 と す る 自 動 車 （ 二 輪 自 動 車 及 び 側 車 付 二 輪 自 動 車

を 除 く 。）の 燃 料 装 置 （ 燃 料 電 池 自 動 車 に あ っ て は 、水 素 シ ス テ ム 、燃 料 電 池 シ ス テ ム そ の

他 の 燃 料 及 び そ れ に よ る 発 電 に 係 る 部 分 を い う 。 以 下 同 じ 。） に 適 用 す る 。  

2 .  用 語 の 定 義  

こ の 技 術 基 準 に お け る 用 語 の 定 義 は 、 保 安 基 準 第 １ 条 及 び 道 路 運 送 車 両 の 保 安 基 準 の 細

目 を 定 め る 告 示 第 ２ 条 に 定 め る も の の ほ か 、 次 の 2 . 1 .か ら 2 . 1 9 .ま で に 定 め る と こ ろ に よ

る 。  

2 . 1 .  「 水 素 シ ス テ ム 」 と は 、 燃 料 電 池 自 動 車 に あ っ て は 、 ガ ス 充 填 口 か ら 燃 料 電 池 ス タ ッ

ク の 入 口 ま で の 水 素 ガ ス の 充 填 、 貯 蔵 及 び 供 給 に 係 る 装 置 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 出 口 か ら

入 口 へ 戻 る 水 素 ガ ス 循 環 流 路 の 構 成 部 品 並 び に そ れ ら を 制 御 す る 装 置 を い う 。 そ の 他 の 自

動 車 に あ っ て は 、 ガ ス 充 填 口 か ら 原 動 機 ま で の 水 素 ガ ス の 充 填 、 貯 蔵 及 び 供 給 に 係 る 装 置

を い う 。  



2 . 2 .  「 燃 料 電 池 シ ス テ ム 」 と は 、 水 素 シ ス テ ム 、 空 気 供 給 シ ス テ ム 及 び 燃 料 電 池 ス タ ッ ク

並 び に そ れ ら を 制 御 す る 装 置 か ら な る 発 電 の た め の シ ス テ ム を い い 、 水 素 ガ ス と 空 気 の 加

湿 装 置 及 び 燃 料 電 池 ス タ ッ ク の 温 度 調 節 装 置 も 含 ま れ る 。  

2 . 3 .  「 燃 料 電 池 ス タ ッ ク 」 と は 、 水 素 と 酸 素 を 反 応 さ せ る こ と に よ り 直 接 に 電 気 を 発 生 さ

せ る 装 置 を い う 。  

2 . 4 .  「 常 用 の 圧 力 」 と は 、 通 常 使 用 さ れ る 圧 力 の 中 で 最 も 高 い 圧 力 を い う 。  

2 . 5 .  「 圧 力 」 と は 、 ゲ ー ジ 圧 力 を い う 。  

2 . 6 .  「 容 器 元 弁 」 と は 、 ガ ス 容 器 に 直 接 取 り 付 け ら れ 、 ガ ス 容 器 内 の 水 素 ガ ス の 流 出 を 遮

断 す る 弁 を い う 。  

2 . 7 .  「 主 止 弁 」 と は 、 容 器 元 弁 の う ち 電 磁 的 に 作 動 す る こ と に よ り そ の 弁 か ら 下 流 へ の 水

素 ガ ス の 供 給 を 遮 断 す る 弁 を い う 。  

2 . 8 .  「 容 器 逆 止 弁 」 と は 、 容 器 元 弁 の う ち ガ ス 容 器 か ら ガ ス 充 填 口 へ の 水 素 ガ ス の 逆 流 を

防 止 す る 弁 を い う 。  

2 . 9 .  「 容 器 安 全 弁 」 と は 、 ガ ス 容 器 に 直 接 取 り 付 け ら れ 、 ガ ス 容 器 内 の 水 素 ガ ス の 温 度 が

異 常 に 上 昇 し ガ ス 容 器 が 損 傷 す る お そ れ が あ る 場 合 に 一 回 に 限 っ て 作 動 し 、 水 素 ガ ス を 放



出 す る 弁 を い う 。  

2 . 1 0 .  「 容 器 附 属 品 」 と は 、 主 止 弁 、 容 器 逆 止 弁 及 び 容 器 安 全 弁 を い う 。  

2 . 1 1 .  「 過 流 防 止 弁 」と は 、ガ ス 容 器 か ら の 水 素 ガ ス の 流 量 が 異 常 に 増 加 し た 場 合 に 、自 動

的 に 水 素 ガ ス を 遮 断 す る か 又 は 水 素 ガ ス の 流 量 を 調 節 す る 弁 を い う 。  

2 . 1 2 .  「 減 圧 弁 」 と は 、 水 素 ガ ス の 圧 力 を 所 定 の 圧 力 に 制 御 す る 弁 を い う 。  

2 . 1 3 .  「 安 全 装 置 」と は 、減 圧 弁 の 二 次 側 の 圧 力 の 著 し い 上 昇 を 有 効 に 防 止 す る 装 置 を い う 。  

2 . 1 4 .  「 圧 力 逃 が し 弁 」と は 、減 圧 弁 の 二 次 側 の 圧 力 が 異 常 に 上 昇 し た 場 合 に 、そ の 圧 力 を

減 じ る 弁 を い う 。  

2 . 1 5 .  「 配 管 等 」 と は 、 水 素 ガ ス の 流 路 の 構 成 部 品 で あ っ て 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク 、 原 動 機 、

ガ ス 容 器 及 び 容 器 附 属 品 を 除 く 部 分 を い う 。  

2 . 1 6 .  「 ガ ス 充 填 口 」と は 、水 素 ガ ス を ガ ス 容 器 に 充 填 す る た め 、自 動 車 に 備 え ら れ た 接 続

口 を い う 。  

2 . 1 7 .  「 ガ ス 充 填 弁 」と は 、充 填 時 以 外 に ガ ス 充 填 口 と ガ ス 容 器 の 間 の 流 路 を 遮 断 す る た め

の 弁 を い う 。  

2 . 1 8 .  「 パ ー ジ 」と は 、燃 料 電 池 シ ス テ ム の 制 御 に よ り 、燃 料 電 池 シ ス テ ム 内 の 水 素 を 含 む



ガ ス を 外 部 へ 排 出 す る こ と （ 容 器 安 全 弁 及 び 圧 力 逃 が し 弁 に よ る 放 出 を 除 く 。） を い う 。  

2 . 1 9 .  「 パ ー ジ ・ ガ ス 排 出 部 」と は 、パ ー ジ さ れ た ガ ス を 排 出 す る た め の 排 出 口 で あ っ て 主

に 管 形 状 を し た も の を い う 。  

3 .  要 件  

3 . 1 .  容 器 附 属 品  

3 . 1 . 1 .  容 器 附 属 品 は 、 各 ガ ス 容 器 に 直 接 取 り 付 け ら れ て い な け れ ば な ら な い 。  

3 . 1 . 2 .  主 止 弁 は 、 次 の 3 . 1 . 2 . 1 .及 び 3 . 1 . 2 . 2 .に 適 合 す る も の で な け れ ば な ら な い 。  

3 . 1 . 2 . 1 .  主 止 弁 は 、確 実 に 作 動 す る も の で あ っ て 、そ の 作 動 に よ る 水 素 ガ ス の 供 給 及 び 遮 断

は 運 転 者 席 か ら 操 作 で き る も の で あ る こ と 。  

3 . 1 . 2 . 2 .  電 磁 的 に 作 動 す る も の で あ り 、作 動 動 力 源 の 消 失 時 に は 自 動 的 に 閉 止 す る も の で あ

る こ と 。  

3 . 1 . 3 .  容 器 逆 止 弁 は 、 常 用 の 圧 力 か ら 通 常 使 用 さ れ る 最 低 の 圧 力 ま で の 圧 力 に お い て 逆 流

を 止 め る 性 能 を 有 す る も の で な け れ ば な ら な い 。  

3 . 1 . 4 .  ガ ス 容 器 の 温 度 の 異 常 な 上 昇 に よ り 容 器 安 全 弁 が 作 動 し た 場 合 に 放 出 さ れ る 水 素 ガ

ス の 排 出 の 方 法 は 、 次 の 3 . 1 . 4 . 1 .か ら 3 . 1 . 4 . 5 .ま で に 適 合 す る も の で な け れ ば な ら な い 。 



3 . 1 . 4 . 1 .  客 室 内 及 び 荷 室 内 に 直 接 排 出 し な い こ と 。  

3 . 1 . 4 . 2 .  タ イ ヤ ハ ウ ス 内 に 向 け て 排 出 し な い こ と 。  

3 . 1 . 4 . 3 .  露 出 し た 電 気 端 子 、 電 気 開 閉 器 そ の 他 の 着 火 源 に 向 け て 排 出 し な い こ と 。  

3 . 1 . 4 . 4 .  他 の ガ ス 容 器 に 向 け て 排 出 し な い こ と 。  

3 . 1 . 4 . 5 .  車 両 前 方 に 向 け て 排 出 し な い こ と 。  

3 . 2 .  過 流 防 止 弁 等  

3 . 2 . 1 .  次 の 3 . 2 . 1 . 1 .か ら 3 . 2 . 1 . 3 .ま で の い ず れ か の 過 流 を 防 止 す る 装 置 を 有 し て い な け

れ ば な ら な い 。  

3 . 2 . 1 . 1 .  過 流 防 止 弁 （ 主 止 弁 又 は そ の 直 近 に 備 え ら れ た も の に 限 る 。）  

3 . 2 . 1 . 2 .  ガ ス 容 器 又 は 配 管 等 の 中 の 圧 力 を 検 知 す る 装 置 と 、 そ の 装 置 が 圧 力 の 異 常 な 低 下

を 検 知 し た 場 合 に ガ ス 容 器 か ら の 水 素 ガ ス の 供 給 を 遮 断 す る 主 止 弁 と か ら な る 装 置  

3 . 2 . 1 . 3 .  ガ ス 容 器 又 は 配 管 等 の 中 の 水 素 ガ ス の 流 量 を 検 知 す る 装 置 と 、 そ の 装 置 が 流 量 の

異 常 を 検 知 し た 場 合 に ガ ス 容 器 か ら の 水 素 ガ ス の 供 給 を 遮 断 す る 主 止 弁 と か ら な る 装 置  

3 . 3 .  減 圧 弁  

3 . 3 . 1 .  減 圧 弁 は 、 主 止 弁 よ り 上 流 に 取 り 付 け ら れ て い て は な ら な い 。 た だ し 、 減 圧 弁 か ら



大 気 へ 連 通 し て い る 経 路 に 遮 断 機 能 を 有 す る も の 又 は 大 気 へ 連 通 す る 経 路 を 有 し て い な い

も の に あ っ て は 、 こ の 限 り で な い 。  

3 . 4 .  安 全 装 置  

3 . 4 . 1 .  減 圧 弁 の 二 次 側 の 圧 力 の 著 し い 上 昇 を 有 効 に 防 止 す る こ と が で き る 次 の 3 . 4 . 1 . 1 .

又 は 3 . 4 . 1 . 2 .に 適 合 す る 安 全 装 置 を 有 し て い な け れ ば な ら な い 。た だ し 、 減 圧 弁 の 二 次 側

に あ る 全 て の 構 成 部 品 （ 二 次 側 に 別 の 減 圧 弁 を 有 す る 場 合 に あ っ て は 、 そ の 減 圧 弁 ま で に

あ る 全 て の 構 成 部 品 ） が 減 圧 弁 の 一 次 側 の 圧 力 に 対 す る 耐 圧 性 能 を 有 し て い る 場 合 に あ っ

て は 、 こ の 限 り で な い 。  

3 . 4 . 1 . 1 .  減 圧 弁 の 二 次 側 の 圧 力 が 常 用 の 圧 力 を 超 え た 場 合 に 、 減 圧 弁 の 二 次 側 に あ る 装 置

の 耐 圧 以 下 の 圧 力 で 作 動 し 、 か つ 、 二 次 側 の 装 置 の 保 護 に 必 要 な 放 出 流 量 を 有 す る 圧 力 逃

が し 弁  

3 . 4 . 1 . 2 .  減 圧 弁 の 二 次 側 の 圧 力 を 検 知 す る 装 置 と 、 そ の 装 置 が 常 用 の 圧 力 を 超 え た こ と を

検 知 し た 場 合 に 減 圧 弁 の 二 次 側 に あ る 装 置 の 耐 圧 以 下 の 圧 力 で 減 圧 弁 の 一 次 側 の 水 素 ガ ス

の 供 給 を 遮 断 す る 弁 と か ら な る 安 全 装 置  

3 . 4 . 2 .  圧 力 逃 が し 弁 か ら 放 出 さ れ る 水 素 ガ ス の 排 出 の 方 法 は 、次 の 3 . 4 . 2 . 1 .か ら 3 . 4 . 2 . 3 .



ま で に 適 合 す る も の で な け れ ば な ら な い 。  

3 . 4 . 2 . 1 .  客 室 内 及 び 荷 室 内 に 直 接 排 出 し な い こ と 。  

3 . 4 . 2 . 2 .  タ イ ヤ ハ ウ ス 内 に 向 け て 排 出 し な い こ と 。  

3 . 4 . 2 . 3 .  露 出 し た 電 気 端 子 、 電 気 開 閉 器 そ の 他 の 着 火 源 に 向 け て 排 出 し な い こ と 。  

3 . 5 .  ガ ス 容 器 及 び 配 管 等  

3 . 5 . 1 .  ガ ス 容 器 及 び 配 管 等 は 、取 り 外 し て 水 素 ガ ス の 充 填 を 行 う も の で あ っ て は な ら な い 。 

3 . 5 . 2 .  ガ ス 容 器 及 び 配 管 等 は 、 客 室 及 び 荷 室 そ の 他 の 換 気 が 十 分 に さ れ な い 場 所 に 備 え て

は な ら な い 。た だ し 、ガ ス 容 器 及 び 配 管 等 が 次 の 3 . 5 . 2 . 1 .か ら 3 . 5 . 2 . 3 .ま で に 適 合 す る 格

納 室 （ 金 属 製 の ガ ス 容 器 及 び 金 属 ラ イ ナ を 有 す る ガ ス 容 器 に あ っ て は 、 容 器 附 属 品 及 び そ

の 接 合 部 を 格 納 す る だ け の も の で も よ い 。） を 有 す る 場 合 に あ っ て は 、 こ の 限 り で な い 。  

3 . 5 . 2 . 1 .  別 紙 １ 「 気 密 ・ 換 気 試 験 」 の 1 .に よ る 格 納 室 の 気 密 試 験 を 行 っ た と き に 、 ガ ス 漏

れ が な い こ と 。  

3 . 5 . 2 . 2 .  漏 洩 し た 水 素 ガ ス を 排 出 す る よ う 換 気 口 を 備 え る も の で あ る こ と 。 ま た 、 そ の 排

出 の 方 法 は 、 次 の 3 . 5 . 2 . 2 . 1 .か ら 3 . 5 . 2 . 2 . 3 .ま で に 適 合 す る も の で あ る こ と 。  

3 . 5 . 2 . 2 . 1 .  客 室 内 及 び 荷 室 内 に 直 接 排 出 し な い こ と 。  



3 . 5 . 2 . 2 . 2 .  タ イ ヤ ハ ウ ス 内 に 向 け て 排 出 し な い こ と 。  

3 . 5 . 2 . 2 . 3 .  露 出 し た 電 気 端 子 、 電 気 開 閉 器 そ の 他 の 着 火 源 に 向 け て 排 出 し な い こ と 。  

3 . 5 . 2 . 3 .  別 紙 1「 気 密 ・ 換 気 試 験 」 の 2 .に よ る 格 納 室 の 換 気 試 験 を 行 っ た と き に 、 格 納 室

内 の ガ ス 濃 度 が 9 0 %低 下 す る の に 要 す る 時 間 が 、 1 8 0  s 以 内 で あ る こ と 。  

3 . 5 . 3 .  ガ ス 容 器 及 び 配 管 等 は 、 走 行 中 に 移 動 及 び 損 傷 を 生 じ な い よ う に 確 実 に 取 り 付 け ら

れ 、 か つ 、 損 傷 を 受 け る お そ れ の あ る 部 分 が 適 当 な お お い で 保 護 さ れ て い な け れ ば な ら な

い 。ま た 、ガ ス 容 器 の 取 付 部 の 上 下 、左 右 又 は 前 後 の 固 有 振 動 数 が 2 0 H z 以 下 の も の に あ っ

て は 、当 該 上 下 、左 右 又 は 前 後 の 方 向 に 関 し 、次 の 3 . 5 . 3 . 1 .又 は 3 . 5 . 3 . 2 .を 満 足 す る も の

で な け れ ば な ら な い 。  

3 . 5 . 3 . 1 .  別 添 1 8「 自 動 車 燃 料 ガ ス 容 器 取 付 部 の 技 術 基 準 」（ 適 用 範 囲 に 係 る 部 分 を 除 く 。）

に 適 合 す る こ と 。  

3 . 5 . 3 . 2 .  悪 路 走 行 を 含 む 実 走 行 に よ る 入 力 加 速 度 を 用 い た 計 算 方 法 等 に よ り 、 3 . 5 . 3 . 1 .と

同 等 以 上 の 耐 振 動 強 度 を 有 す る こ と が 証 明 さ れ た も の で あ る こ と 。  

3 . 5 . 4 .  保 安 基 準 第 1 7 条 第 3 項 の 規 定 が 適 用 さ れ る 自 動 車 以 外 の 自 動 車 の ガ ス 容 器 及 び 容 器

附 属 品 は 、 そ の 最 前 端 部 か ら 車 両 前 端 部 ま で の 車 両 中 心 線 に 平 行 な 水 平 距 離 が 4 2 0 m m 以 上



で あ り 、 か つ 、 そ の 最 後 端 部 か ら 車 両 後 端 部 ま で の 車 両 中 心 線 に 平 行 な 水 平 距 離 が 3 0 0 m m

以 上 で あ る 位 置 に 取 り 付 け ら れ て い な け れ ば な ら ず 、 ま た 、 ガ ス 容 器 の 取 付 部 は 、 常 用 の

圧 力 で ガ ス 容 器 に 圧 縮 水 素 ガ ス を 充 填 し た 状 態 に お い て 、 自 動 車 の 種 類 に 応 じ 次 の

3 . 5 . 4 . 1 .か ら 3 . 5 . 4 . 3 .ま で に 掲 げ る 走 行 方 向 の 加 速 度 に よ り 、破 断 し な い も の で な け れ ば

な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 加 速 度 に 係 る 要 件 へ の 適 合 性 は 、 計 算 に よ る 方 法 で 証 明 さ

れ る も の で あ っ て も よ い 。  

3 . 5 . 4 . 1 .  貨 物 の 運 送 の 用 に 供 す る 車 両 総 重 量 3 . 5 t未 満 の 自 動 車  ± 1 9 6 m / s 2

3 . 5 . 4 . 2 .  専 ら 乗 用 の 用 に 供 す る 乗 車 定 員 1 1 人 以 上 の 自 動 車 で あ っ て 車 両 総 重 量 5 t未 満 の

も の 又 は 貨 物 の 運 送 の 用 に 供 す る 車 両 総 重 量 3 . 5 t以 上 1 2 t未 満 の 自 動 車  ± 9 8 m / s 2

3 . 5 . 4 . 3 .  専 ら 乗 用 の 用 に 供 す る 乗 車 定 員 1 1 人 以 上 の 自 動 車 で あ っ て 車 両 総 重 量 5 t以 上 の

も の 又 は 貨 物 の 運 送 の 用 に 供 す る 車 両 総 重 量 1 2 t以 上 の 自 動 車  ± 6 4 . 7 m / s 2

3 . 5 . 5 .  座 席 の 地 上 面 か ら の 高 さ が 7 0 0 m m 以 下 の 自 動 車 （ 専 ら 乗 用 の 用 に 供 す る 自 動 車 で あ

っ て 乗 車 定 員 1 0 人 以 上 の も の 及 び そ の 形 状 が 専 ら 乗 用 の 用 に 供 す る 自 動 車 で あ っ て 乗 車

定 員 1 0 人 以 上 の も の の 形 状 に 類 す る 自 動 車 、貨 物 の 運 送 の 用 に 供 す る 自 動 車 で あ っ て 車 両

総 重 量 3 . 5 t を 超 え る も の 及 び そ の 形 状 が 貨 物 の 運 送 の 用 に 供 す る 自 動 車 で あ っ て 車 両 総



重 量 3 . 5 t を 超 え る も の の 形 状 に 類 す る 自 動 車 、三 輪 自 動 車 、カ タ ピ ラ 及 び そ り を 有 す る 軽

自 動 車 、 大 型 特 殊 自 動 車 、 小 型 特 殊 自 動 車 並 び に 被 牽 引 自 動 車 を 除 く 。） は 、 保 安 基 準 第

1 8 条 第 3 項 の 規 定 に 基 づ き 別 添 2 4「 側 面 衝 突 時 の 乗 員 保 護 装 置 の 技 術 基 準 」へ の 適 合 性 を

判 断 す る た め に 同 技 術 基 準 に よ る 試 験 を 行 う 場 合 に は 、3 . 5 . 5 . 1 .及 び 3 . 5 . 5 . 2 .の 方 法 で 同

試 験 を 行 い 、 3 . 5 . 5 . 3 .の 基 準 を 満 足 す る も の で な け れ ば な ら な い 。  

3 . 5 . 5 . 1 .  条 件 は 、 次 の 3 . 5 . 5 . 1 . 1 .か ら 3 . 5 . 5 . 1 . 4 .ま で に 掲 げ る も の と す る 。  

3 . 5 . 5 . 1 . 1 .  ガ ス 容 器 は 、 規 定 の 常 用 の 圧 力 の 9 0 %を 超 え る よ う ヘ リ ウ ム が 充 填 さ れ て い る

こ と 。  

3 . 5 . 5 . 1 . 2 .  主 止 弁 及 び そ の 下 流 の 配 管 に 装 備 さ れ て い る 水 素 ガ ス を 遮 断 す る 弁 等 は 、 衝 突

の 直 前 ま で は 開 放 状 態 と し て お く こ と 。  

3 . 5 . 5 . 1 . 3 .  衝 突 時 に 自 動 的 に 主 止 弁 そ の 他 の 弁 を 閉 止 さ せ て 燃 料 の 供 給 を 遮 断 す る シ ス テ

ム を 備 え な い 自 動 車 に あ っ て は 、 衝 突 後 に 主 止 弁 そ の 他 の 弁 が 閉 止 し た 場 合 、 速 や か に こ

れ ら の 弁 を 開 放 状 態 と す る 。  

3 . 5 . 5 . 1 . 4 .  衝 突 時 に 自 動 的 に 主 止 弁 そ の 他 の 弁 を 閉 止 さ せ て 燃 料 の 供 給 を 遮 断 す る シ ス テ

ム を 備 え る 自 動 車 に あ っ て は 、 こ の シ ス テ ム が 作 動 す る よ う に 施 さ れ て い て も 良 い 。 衝 突



後 、 い ず れ か の 弁 が 閉 止 し て ガ ス 容 器 内 の 圧 力 の 測 定 が 妨 げ ら れ る 場 合 に は 、 圧 力 を 測 定

す る と き に 、 そ れ を 開 放 状 態 と す る か 、 又 は 必 要 に 応 じ て 測 定 用 の 圧 力 セ ン サ 若 し く は 温

度 セ ン サ を 取 り 付 け る も の と す る 。  

3 . 5 . 5 . 2 .  ガ ス 容 器 内 又 は ガ ス 容 器 の 下 流 の 最 初 の 減 圧 弁 の 上 流 に お い て 、 ガ ス の 圧 力 及 び

温 度 を 、 衝 突 を 実 施 す る 直 前 と 衝 突 6 0 分 後 に 測 定 す る 。  

3 . 5 . 5 . 3  次 の 3 . 5 . 5 . 3 . 1 . か ら 3 . 5 . 5 . 3 . 5 . ま で の 手 順 で 求 め ら れ る 水 素 ガ ス 漏 洩 率 が 毎 分

1 3 1 N L 以 下 で あ る こ と 。  

3 . 5 . 5 . 3 . 1 .  測 定 さ れ た 衝 突 前 と 衝 突 6 0 分 後 の ガ ス 容 器 内 又 は ガ ス 容 器 の 下 流 の 最 初 の 減

圧 弁 の 上 流 の ヘ リ ウ ム の ガ ス の 圧 力 を 0℃ に お け る 圧 力 に 換 算 す る 。  

Ｐ 0 ’＝ P 0 ×｛ 2 7 3／ （ 2 7 3＋ Ｔ 0 ）｝  

Ｐ 0 ’： 衝 突 前 の ヘ リ ウ ム の ガ ス の 圧 力 の 0℃ 換 算 圧 力 （ Ｍ P a  a b s）  

Ｐ 0 ： 衝 突 前 の ヘ リ ウ ム の ガ ス の 圧 力 測 定 値 （ Ｍ P a  a b s）  

Ｔ 0 ： 衝 突 前 の ヘ リ ウ ム の ガ ス の 温 度 測 定 値 （ ℃ ）  

Ｐ 6 0 ’＝ P 6 0 ×｛ 2 7 3／ （ 2 7 3＋ Ｔ 6 0 ）｝  

Ｐ 6 0 ’： 衝 突 6 0 分 後 の ヘ リ ウ ム の ガ ス の 圧 力 の 0℃ 換 算 圧 力 （ Ｍ P a  a b s）  



Ｐ 6 0 ： 衝 突 6 0 分 後 の ヘ リ ウ ム の ガ ス の 圧 力 測 定 値 （ Ｍ P a  a b s）  

Ｔ 6 0 ： 衝 突 6 0 分 後 の ヘ リ ウ ム の ガ ス の 温 度 測 定 値 （ ℃ ）  

3 . 5 . 5 . 3 . 2 .  3 . 5 . 5 . 3 . 1 .で 得 ら れ た 衝 突 前 と 衝 突 6 0 分 後 の ガ ス 容 器 内 又 は ガ ス 容 器 の 下 流

の 最 初 の 減 圧 弁 の 上 流 の ヘ リ ウ ム の ガ ス の 圧 力 の 0℃ 換 算 圧 力 を 用 い て 、 衝 突 前 と 衝 突 6 0

分 後 の 各 々 の ガ ス 密 度 を 求 め る 。  

ρ 0 ＝ － 0 . 0 0 6 2 1× (Ｐ 0 ’ ) 2 ＋ 1 . 7 2×Ｐ 0 ’＋ 0 . 1 0 0  

ρ 0  ： 衝 突 前 の ヘ リ ウ ム の ガ ス 密 度 （ k g / m 3 ）  

ρ 6 0 ＝ － 0 . 0 0 6 2 1× (Ｐ 6 0 ’ ) 2 ＋ 1 . 7 2×Ｐ 6 0 ’＋ 0 . 1 0 0  

ρ 6 0  ： 衝 突 6 0 分 後 の ヘ リ ウ ム の ガ ス 密 度 （ k g / m 3 ）  

3 . 5 . 5 . 3 . 3 .   3 . 5 . 5 . 3 . 2 .  で 得 ら れ た ガ ス 密 度 を 用 い て 、衝 突 前 と 衝 突 6 0 分 後 の 各 々 の ヘ リ

ウ ム の ガ ス 量 を 求 め る 。 た だ し 、 内 容 積 に つ い て は 、 ガ ス 容 器 内 で ヘ リ ウ ム の ガ ス の 圧 力

を 測 定 し た 場 合 は ガ ス 容 器 の 内 容 積 、 ガ ス 容 器 下 流 の 最 初 の 減 圧 弁 上 流 で ヘ リ ウ ム の ガ ス

の 圧 力 を 測 定 し た 場 合 は ガ ス 容 器 と ガ ス 容 器 下 流 の 最 初 の 減 圧 弁 上 流 ま で の 間 の 内 容 積 と

す る 。  

Ｑ 0 ＝ ρ 0 ×Ｖ ×( 2 2 . 4／ 4 . 0 0 )× 1 0 － 3  



Ｑ 0 ： 衝 突 前 の ヘ リ ウ ム の ガ ス 量 （ m 3 ）  

Ｖ  ： 内 容 積 （ Ｌ ）  

Ｑ 6 0 ＝ ρ 6 0 ×Ｖ ×( 2 2 . 4／ 4 . 0 0 )× 1 0 － 3  

Ｑ 6 0 ： 衝 突 6 0 分 後 の ヘ リ ウ ム の ガ ス 量 （ m 3 ）  

Ｖ  ： 内 容 積 （ Ｌ ）  

3 . 5 . 5 . 3 . 4 .  ヘ リ ウ ム の ガ ス 漏 洩 率 を 求 め る 。  

⊿ Ｑ ＝ (Ｑ 0 － Ｑ 6 0 )× 1 0 3  

Ｒ Ｈ e＝ ⊿ Ｑ ／ 6 0  

⊿ Ｑ ： 衝 突 6 0 分 後 の ヘ リ ウ ム の ガ ス 漏 れ 量 （ N L）  

Ｒ Ｈ ｅ ： ヘ リ ウ ム の ガ ス 漏 洩 率 （ N L / m i n）  

3 . 5 . 5 . 3 . 5 .  ヘ リ ウ ム の ガ ス 漏 洩 率 を 水 素 ガ ス 漏 洩 率 に 換 算 す る 。  

Ｒ Ｈ ＝ 1 . 3 3×Ｒ Ｈ ｅ  

Ｒ Ｈ ： 水 素 ガ ス 漏 洩 率 （ N L / m i n）  

3 . 5 . 6 .  容 器 附 属 品 は 、 車 両 の そ の 付 近 の 最 外 側 （ 後 部 を 除 く 。 ） ま で 2 0 0 m m 以 上 で あ る 位

置 に 取 り 付 け ら れ て い な け れ ば な ら ず 、 ま た 、 ガ ス 容 器 の 取 付 部 は 、 常 用 の 圧 力 で ガ ス 容



器 に 圧 縮 水 素 ガ ス を 充 填 し た 状 態 に お い て 、 自 動 車 の 種 類 に 応 じ 次 の 3 . 5 . 6 . 1 . 又 は

3 . 5 . 6 . 2 .に 掲 げ る 走 行 方 向 に 直 角 な 水 平 方 向 の 加 速 度 に よ り 、 破 断 し な い も の で な け れ ば

な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 加 速 度 に 係 る 要 件 へ の 適 合 性 は 、 計 算 に よ る 方 法 で 証 明 さ

れ る も の で あ っ て も よ い 。 な お 、 3 . 5 . 5 .が 適 用 さ れ る 自 動 車 に あ っ て は 、 3 . 5 . 6 . 1 .の 要 件

は 適 用 せ ず 、 ま た 、 試 験 を 実 施 す る 側 に つ い て は 、 容 器 附 属 品 が 車 両 の そ の 付 近 の 最 外 側

（ 後 部 を 除 く 。 ） ま で 2 0 0 m m 以 上 で あ る 位 置 に 取 り 付 け ら れ て い な く て も よ い 。  

3 . 5 . 6 . 1 .  専 ら 乗 用 の 用 に 供 す る 乗 車 定 員 9 人 以 下 の 自 動 車 又 は 貨 物 の 運 送 の 用 に 供 す る 車

両 総 重 量 3 . 5 t未 満 の 自 動 車  ± 7 8 . 4 m / s 2

3 . 5 . 6 . 2 .  専 ら 乗 用 の 用 に 供 す る 乗 車 定 員 1 0 人 以 上 の 自 動 車 又 は 貨 物 の 運 送 の 用 に 供 す る

車 両 総 重 量 3 . 5 t以 上 の 自 動 車  ± 4 9 m / s 2

3 . 5 . 7 .  配 管 の 支 持 具 の 金 属 部 分 は 、配 管 に 直 接 接 触 す る も の で あ っ て は な ら な い 。た だ し 、

配 管 が 支 持 具 に ろ う 付 け 又 は 溶 接 さ れ て い る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

3 . 5 . 8 .  両 端 が 固 定 さ れ た 配 管 は 、 中 間 の 適 当 な 部 分 が 湾 曲 し て い る も の で あ り 、 か つ 、 1 m

以 内 の 長 さ ご と に 支 持 さ れ て い な け れ ば な ら な い 。  

3 . 5 . 9 .  排 気 管 、 消 音 器 等 に よ っ て 著 し く 熱 の 影 響 を 受 け る お そ れ の あ る ガ ス 容 器 及 び 配 管



等 に は 、 適 当 な 防 熱 措 置 が 施 さ れ て い な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 直 射 日 光 を 受 け る ガ ス 容

器 に あ っ て は 、 お お い そ の 他 の 適 当 な 日 よ け を 有 し て い な け れ ば な ら な い 。  

3 . 6 .  ガ ス 充 填 口  

3 . 6 . 1 .  ガ ス 充 填 口 に は 、 流 出 防 止 機 能 を 有 す る ガ ス 充 填 弁 が 備 え ら れ て い な け れ ば な ら な

い 。  

3 . 6 . 2 .  ガ ス 充 填 口 は 、次 の 3 . 6 . 2 . 1 .か ら 3 . 6 . 2 . 3 .ま で に 掲 げ る 基 準 に 適 合 す る も の で な け

れ ば な ら な い 。  

3 . 6 . 2 . 1 .  ガ ス 充 填 口 は 、 充 填 の 容 易 な 位 置 に 取 り 付 け ら れ て い る こ と 。  

3 . 6 . 2 . 2 .  ガ ス 充 填 口 は 、 客 室 及 び 荷 室 そ の 他 の 換 気 が 十 分 に さ れ な い 場 所 に 取 り 付 け ら れ

て い な い こ と 。  

3 . 6 . 2 . 3 .  ガ ス 充 填 口 は 、 露 出 し た 電 気 端 子 、 電 気 開 閉 器 そ の 他 の 着 火 源 か ら 2 0 0 m m 以 上 離

れ て い る こ と 。  

3 . 7 .  配 管 等 の 気 密 性 能 等  

3 . 7 . 1 .  配 管 等 は 、 常 用 の 圧 力 で 外 部 に 対 し て 気 密 性 を 有 す る 耐 久 性 の あ る 堅 ろ う な も の で

あ り 、 か つ 、 別 紙 1「 気 密 ・ 換 気 試 験 」 の 3 に よ る 配 管 等 の 気 密 試 験 を 行 っ た と き に 、 ガ



ス 漏 れ が な い も の で な け れ ば な ら な い 。  

3 . 7 . 2 .  ガ ス 充 填 弁 か ら ガ ス 容 器 の 下 流 の 最 初 の 減 圧 弁 ま で の 間 の 配 管 等 は 、 3 . 7 . 1 .に よ る

ほ か 、 水 素 脆 性 を 考 慮 し た 常 用 の 1 . 5 倍 以 上 の 耐 圧 性 能 を 有 す る 耐 久 性 の あ る 堅 ろ う な も

の で な け れ ば な ら な い 。  

3 . 8 .  パ ー ジ  

3 . 8 . 1 .   燃 料 電 池 シ ス テ ム か ら パ ー ジ さ れ た 水 素 を 含 む ガ ス を 大 気 中 に 排 出 す る 燃 料 電 池

自 動 車 に あ っ て は 、パ ー ジ さ れ た ガ ス が 水 素 濃 度 4 %を 超 え て 大 気 中 へ 排 出 さ れ 又 は 漏 れ て

は な ら な い 。  

3 . 8 . 2 .  燃 料 電 池 シ ス テ ム か ら パ ー ジ さ れ た 水 素 を 含 む ガ ス を 大 気 中 に 排 出 す る 燃 料 電 池 自

動 車 に あ っ て は 、 パ ー ジ さ れ た ガ ス の 大 気 中 へ の 排 出 時 の 水 素 濃 度 に 関 し 、 別 紙 2「 パ ー

ジ さ れ た ガ ス の 排 出 時 の 水 素 濃 度 の 測 定 」に 定 め る 方 法 に よ り 求 め た 最 大 水 素 濃 度 が 4 %を

超 え な い も の で な け れ ば な ら な い 。  

3 . 9 .  水 素 ガ ス 漏 れ 検 知 等  

3 . 9 . 1 .  主 止 弁 か ら 燃 料 電 池 ス タ ッ ク （ 燃 料 電 池 自 動 車 以 外 の 自 動 車 に あ っ て は 原 動 機 ） に

至 る 構 成 部 品（ 一 体 形 成 の 配 管 を 除 く 。）を 設 置 し て い る 区 画 内 の 上 部 付 近 等 検 知 し や す い



位 置 に は 、 水 素 ガ ス 漏 れ を 検 知 す る 装 置 （ 以 下 「 水 素 ガ ス 漏 れ 検 知 器 」 と い う 。） を 少 な く

と も 一 個 装 備 し て い な け れ ば な ら な い 。た だ し 、次 の 3 . 9 . 1 . 1 .又 は 3 . 9 . 1 . 2 .に 該 当 す る 構

造 に あ っ て は 、 こ の 限 り で な い 。  

3 . 9 . 1 . 1 .  主 止 弁 か ら 燃 料 電 池 ス タ ッ ク（ 燃 料 電 池 自 動 車 以 外 の 自 動 車 に あ っ て は 、原 動 機 ）

に 至 る 構 成 部 品（ 一 体 形 成 の 配 管 を 除 く 。）が 、上 方 に 十 分 開 放 さ れ た 空 間 に 配 置 さ れ て い

る 構 造  

3 . 9 . 1 . 2 .  主 止 弁 か ら 燃 料 電 池 ス タ ッ ク（ 燃 料 電 池 自 動 車 以 外 の 自 動 車 に あ っ て は 、原 動 機 ）

に 至 る 構 成 部 品（ 一 体 形 成 の 配 管 を 除 く 。）か ら 漏 れ た 水 素 ガ ス を 滞 留 す る こ と な く 、次 の

3 . 9 . 1 . 2 . 1 .か ら 3 . 9 . 1 . 2 . 3 .ま で に 掲 げ る 方 法 に よ り 大 気 中 に 導 く 構 造 と な っ て お り 、か つ 、

そ の 経 路 の 適 切 な 位 置 に 水 素 ガ ス 漏 れ 検 知 器 が 少 な く と も 一 個 装 備 さ れ て い る 構 造  

3 . 9 . 1 . 2 . 1 .  客 室 内 及 び 荷 室 内 に 導 く も の で な い こ と 。  

3 . 9 . 1 . 2 . 2 .  タ イ ヤ ハ ウ ス 内 に 向 け て 導 く も の で な い こ と 。  

3 . 9 . 1 . 2 . 3 .  露 出 し た 電 気 端 子 、 電 気 開 閉 器 そ の 他 の 着 火 源 に 向 け て 導 く も の で な い こ と 。  

3 . 9 . 2 .  水 素 ガ ス 漏 れ 検 知 器 に よ り 水 素 ガ ス 漏 れ を 検 知 し た 場 合 に 、 運 転 者 に 水 素 ガ ス が 漏

れ て い る こ と を 警 報 す る 装 置 を 備 え な け れ ば な ら な い 。  



3 . 9 . 3 .   水 素 ガ ス 漏 れ 検 知 器 に よ り 水 素 ガ ス 漏 れ を 検 知 し た 場 合 に 、水 素 ガ ス の 供 給 を 遮 断

す る 装 置 を 備 え な け れ ば な ら な い 。  

3 . 9 . 4 .  警 報 装 置 は 、 運 転 者 が 容 易 に 確 認 で き る 位 置 に 備 え な け れ ば な ら な い 。  

3 . 9 . 5 .  水 素 ガ ス 漏 れ 検 知 器 、 運 転 者 へ の 警 報 及 び 水 素 ガ ス の 供 給 を 遮 断 す る 装 置 は 、 別 紙

3「 水 素 ガ ス 漏 れ 検 知 器 等 の 試 験 」 に よ る 試 験 を 行 っ た と き に 、水 素 ガ ス を 検 知 し 、警 報 装

置 が 作 動 し 、 及 び 水 素 ガ ス の 供 給 を 遮 断 す る も の で な け れ ば な ら な い 。 な お 、 複 数 の 水 素

シ ス テ ム を 備 え て い る 自 動 車 に あ っ て は 、 水 素 ガ ス 漏 れ が 生 じ て い る 水 素 シ ス テ ム の 水 素

ガ ス の 供 給 を 遮 断 す る も の で よ い 。  

3 . 9 . 6 .  水 素 ガ ス 漏 れ 検 知 器 に 断 線 又 は 短 絡 が 生 じ た と き に 運 転 者 席 の 運 転 者 に 警 報 す る 装

置 を 備 え な け れ ば な ら な い 。  

3 . 1 0 .  圧 力 計 及 び 残 量 計  

3 . 1 0 . 1 .  運 転 者 席 に は 、最 初 の 減 圧 弁 の 一 次 側 の 圧 力 を 指 示 す る 圧 力 計 又 は 最 初 の 減 圧 弁 の

一 次 側 の 圧 力 に ガ ス 温 度 に よ る 補 正 を 加 え て 算 出 し た 水 素 ガ ス の 残 量 を 示 す 残 量 計 を 備 え

な け れ ば な ら な い 。  

 



 

別 紙 １  気 密 ・ 換 気 試 験 （ 本 技 術 基 準 3 . 5 . 2 . 1 .、 3 . 5 . 2 . 3 .及 び 3 . 7 . 1 .関 係 ）  

 

1 .  格 納 室 の 気 密 試 験  

1 . 1 .  試 験 用 ガ ス  

試 験 用 ガ ス は 、 ヘ リ ウ ム 又 は 二 酸 化 炭 素 と す る （ 下 記 2 .に お い て も 同 様 と す る ）。  

1 . 2 .  試 験 方 法  

1 . 2 . 1 .  格 納 室 の 換 気 口 に 試 験 用 ガ ス 導 入 ホ ー ス 、検 知 器 用 ホ ー ス 及 び 圧 力 計 用 ホ ー ス を 挿 入

し 、 当 該 換 気 口 を 完 全 密 閉 す る 。  

1 . 2 . 2 .  格 納 室 に 試 験 用 ガ ス を 吹 き 込 み 、 容 器 格 納 室 の 内 圧 を 1 0 k P a に し た 後 、 5 分 間 そ の 状

態 を 保 つ 。  

1 . 2 . 3 .  そ の 後 、格 納 室 の 各 シ ー ル 部 分 に つ い て 、ガ ス 検 知 器 に よ り ガ ス 漏 れ の 有 無 を 検 知 す

る 。  

2 .  格 納 室 の 換 気 試 験  

2 . 1 .  試 験 方 法  



1 . 2 .の 試 験 終 了 後 、 す べ て の 換 気 口 を 解 放 し 、 そ の 後 の 格 納 室 内 の 試 験 用 ガ ス の 濃 度 変

化 を 3 0 秒 毎 に 計 測 す る 。 こ の 計 測 は 、 2 0 分 間 又 は ガ ス 濃 度 が 0 %に な る ま で 行 う 。  

3 .  配 管 等 の 気 密 試 験  

3 . 1 .  停 車 状 態 で あ り 、 か つ 、 配 管 等 に 圧 力 が か か っ た 状 態 を 維 持 し 、 高 圧 部 か ら 燃 料 電 池

ス タ ッ ク （ 燃 料 電 池 自 動 車 以 外 の 自 動 車 に あ っ て は 、 原 動 機 ） に 至 る ま で の 配 管 等 の 確 認

可 能 な 個 所 に つ い て ガ ス 検 知 器 又 は 検 知 液 （ 石 け ん 水 等 ） を 用 い て 水 素 ガ ス 漏 れ の 有 無 を

検 知 す る 。  



別 紙 ２  パ ー ジ さ れ た ガ ス の 排 出 時 の 水 素 濃 度 の 測 定 （ 本 技 術 基 準 3 . 8 . 2 .関 係 ）  

 

1 .  測 定 装 置  

水 素 濃 度 を 測 定 す る 装 置 （ 本 別 紙 中 に お い て 「 測 定 装 置 」 と い う 。） は 、 下 表 に 定 め る 能

力 を 有 す る 接 触 燃 焼 式 水 素 検 知 器 又 は 同 等 の 性 能 を 有 す る も の で あ る こ と 。  

表  接 触 燃 焼 式 水 素 検 知 器 の 能 力  

項   目  能    力  

検 知 範 囲  水 素 濃 度 0～ 4 %  

水 素 濃 度 の 読 み 取 り  水 素 濃 度 0 . 1 %程 度 ま で 最 小 読 み 取 り が 可 能 で あ る こ と  

指 示 誤 差  水 素 濃 度 ±0 . 2 %以 下  

計 測 間 隔  1 0 0 m s 以 下  

2 .  測 定 場 所  

風 の 影 響 が 少 な い 場 所 と す る 。  

3 .  測 定 方 法  

3 . 1 .  測 定 の 準 備  



3 . 1 . 1 .  試 験 自 動 車 の 燃 料 電 池 シ ス テ ム は 、 十 分 暖 機 さ れ て い る こ と 。  

3 . 1 . 2 .  測 定 装 置 は 、 使 用 開 始 前 に 十 分 暖 機 す る 。  

3 . 1 . 3 .  測 定 装 置 の 計 測 部 を 、 パ ー ジ さ れ た ガ ス の 流 れ の 中 心 線 上 で あ っ て 、 パ ー ジ ・ ガ ス

排 出 部 か ら 1 0 0 m m 以 内 の な る べ く 近 い 位 置 に 設 置 す る 。  

3 . 1 . 4 .  測 定 中 に 燃 料 電 池 シ ス テ ム が 自 動 的 に 停 止 す る 場 合 は 、 燃 料 電 池 シ ス テ ム が 停 止 し

な い よ う な 処 置 を 施 す こ と 。  

3 . 2 .  測 定  

次 の 3 . 2 . 1 .及 び 3 . 2 . 2 .の 手 順 に よ り パ ー ジ を 行 わ せ 、 そ の 間 の 水 素 濃 度 を 測 定 す る 。  

3 . 2 . 1 .  試 験 自 動 車 は 停 車 状 態 で 、 キ ー ス イ ッ チ を 回 し て 燃 料 電 池 シ ス テ ム を 始 動 後 、 1 分

間 以 上 放 置 し 、 再 び キ ー ス イ ッ チ を 停 止 し 、 そ の 間 の 水 素 濃 度 を 測 定 す る 。  

3 . 2 . 2 .  キ ー ス イ ッ チ 停 止 後 、 パ ー ジ が 終 了 す る ま で 水 素 濃 度 を 測 定 す る 。  

4 .  最 大 水 素 濃 度  

最 大 水 素 濃 度 は 、 測 定 さ れ た 水 素 濃 度 の 最 大 値 に 測 定 装 置 の 指 示 誤 差 を 加 え た も の と す

る 。  



別 紙 ３  水 素 ガ ス 漏 れ 検 知 器 等 の 試 験 （ 本 技 術 基 準 3 . 9 . 5 .関 係 ）  

 

1 .  試 験 条 件  

1 . 1 .  試 験 自 動 車  

試 験 自 動 車 は 、 次 の 1 . 1 . 1 .及 び 1 . 1 . 2 .に 掲 げ る 状 態 と す る 。  

1 . 1 . 1 .  試 験 用 ガ ス を 放 出 さ せ る た め に 必 要 な 場 合 を 除 き 、 ボ ン ネ ッ ト ・ フ ー ド 及 び 荷 室 の

蓋 、 扉 等 は 閉 じ て い る こ と 。  

1 . 1 . 2 .  試 験 に 影 響 を 与 え る お そ れ の あ る 部 品 以 外 の 部 品 は 正 規 の も の で な く て も よ い 。  

1 . 2 .  試 験 用 ガ ス  

空 気 に 水 素 を 混 合 し た 水 素 濃 度 3 . 9 %± 0 . 1 %の ガ ス を 用 い る 。  

1 . 3 .  試 験 場 所  

風 の 影 響 が 少 な い 場 所 と す る 。  

2 .  試 験 方 法  

2 . 1 .  試 験 の 準 備  

2 . 1 . 1 .  試 験 自 動 車 が 燃 料 電 池 自 動 車 の 場 合 に あ っ て は 、 燃 料 電 池 シ ス テ ム を 起 動 す る と と



も に 、 試 験 自 動 車 は 暖 機 さ れ た 停 車 状 態 と す る 。 試 験 自 動 車 が 燃 料 電 池 自 動 車 以 外 の 自 動

車 の 場 合 に あ っ て は 、 暖 機 さ れ た ア イ ド リ ン グ 状 態 と す る 。  

2 . 1 . 2 .  水 素 ガ ス 漏 れ 検 知 器 に 確 実 に 試 験 用 ガ ス を 吹 き つ け る た め に 必 要 な 場 合 に は 、 次  

の 2 . 1 . 2 . 1 .か ら 2 . 1 . 2 . 3 .ま で の 措 置 を 実 施 し て も よ い 。  

2 . 1 . 2 . 1 .  水 素 ガ ス 漏 れ 検 知 器 に 試 験 用 ガ ス 導 入 ホ ー ス を 取 り 付 け る 。  

2 . 1 . 2 . 2 .  水 素 ガ ス 漏 れ 検 知 器 周 辺 に ガ ス を 滞 留 さ せ る 手 段 を 講 ず る 。  

2 . 1 . 2 . 3 .  水 素 ガ ス 漏 れ 検 知 器 を 取 り 外 す 。  

2 . 1 . 3 .   燃 料 電 池 自 動 車 に あ っ て は 、試 験 中 に 燃 料 電 池 シ ス テ ム が 自 動 的 に 停 止 す る 場 合 は 、

燃 料 電 池 シ ス テ ム が 停 止 し な い よ う な 処 置 を 施 す こ と 。 ま た 、 試 験 自 動 車 が 燃 料 電 池 自 動

車 以 外 の 自 動 車 で あ っ て 、 自 動 的 に ア イ ド リ ン グ を 停 止 す る 機 能 を 備 え る 場 合 は 、 原 動 機

が 停 止 し な い よ う な 措 置 を 施 す こ と 。  

2 . 1 . 4 .  水 素 ガ ス の 供 給 を 遮 断 す る 装 置 の 作 動 状 況 を 確 認 で き な い も の に あ っ て は 、 遮 断 弁

の 動 作 信 号 又 は 供 給 電 力 を モ ニ タ す る こ と に よ り 確 認 し て も よ い 。  

2 . 2 .  試 験  

水 素 ガ ス 漏 れ 検 知 器 に 試 験 用 ガ ス を 吹 き つ け る 。  



（ 参 考 ）  燃 料 電 池 自 動 車 の 水 素 ガ ス 漏 れ 検 知 器 の 装 備 例 （ 本 技 術 基 準 3 . 9 . 1 .関 係 ）  

車体（客室及び荷室）

モータルーム

水素構成部品（主止弁から燃料電池ス
タックに至る構成部品（一体成形の配
管を除く。））を設置している区画

水素ガス漏れ検知器

配管等

PCU　　出力コントロール・ユニット
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（１）水素構成部品がモータルームと車体床下に配置されて
いる例

（２）水素構成部品がモータルームとは隔離されている車体
床下に配置されている例  
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（３）水素構成部品が車体床下に配置されている例（上部が
２つある例）

(4)水素構成部品が屋根と車体床下とに配置されている例
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（５）水素構成部品が屋根に配置されている例
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（６）水素構成部品がモータルームと荷室内の格納室に配置されている例  
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燃料電池スタック

（７）水素構成部品が車体床下と荷室内の格納室に配置されている例  


